
いいづなスポーツ探検隊
（スノーシュー体験）

Iizuna Magazine

　飯綱町の世帯数 4,220世帯 （＋１世帯）　　 （　）内は前月比
　飯綱町の人口  10,713人　 （+６人）　 　令和３年12月31日現在

2022

2
No.195

第２次飯綱町総合計画後期基本計画策定（後編）････２･･････
まんが食の風土記･････････････････････････ 10
申告納税相談のお知らせ･･･････････････････ 12
コロナワクチン追加接種（３回目）について･･･14
くらしの情報･････････････････････････････ 15

水道に関するお知らせ･････････････････････ 20
第５回いいづな事業チャレンジ･････････････ 21
まちかどトピックス･･･････････････････････ 22
こども子育て未来室だより･････････････････ 23
学校を知ろう！MAX（北部高校）････････････ 24

C O N T E N T S



2

 
 
第２次飯綱町総合計画

後期基本計画策定（後編）
特集

■
後
期
基
本
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

　

 　

後
期
基
本
計
画
は
飯
綱
町
総
合
計
画
審
議
会
で
委
員
の
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
や
住
民
満
足
度
調
査
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
な
ど
を
通
じ
て
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
も
と

に
前
期
基
本
計
画
の
内
容
を
改
定
し
ま
し
た
。

　
　
本
計
画
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
◆  

飯
綱
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
の
一
体
化

　
◆  

６
分
野
20
政
策
52
施
策
の
構
成
で
体
系
的
に
整
理

　
◆  

分
野
ご
と
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
の
関
連
付
け
（
分
野
ご
と
に

と
く
に
関
連
す
る
目
標
の
ア
イ
コ
ン
【
図
１
】
を
表
示
）

　
◆  

社
会
の
情
勢
変
化
や
要
請
を
踏
ま
え
て
政
策
ご
と
に
重
点
課
題

を
設
定

　
　
〈
近
年
の
社
会
の
情
勢
変
化
や
要
請
〉

　
　
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

　
　
・
気
候
変
動
等
に
よ
る
災
害
発
生
リ
ス
ク
の
増
大

　
　
・
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

　
　
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
（
脱
炭
素
）
の
推
進

　
　
・
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
変
革
）
へ
の
対
応

　
◆  

課
題
に
対
し
て
取
り
組
む
行
政
の
施
策
・
事
業
の
設
定

　
◆  

施
策
単
位
で
達
成
状
況
や
成
果
を
検
証
す
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業

績
評
価
指
標
）
を
設
定

　
◆ 

個
人
・
家
庭
、
地
域
・
団
体
の
行
動
目
標
を
設
定　
　

　

 　
本
計
画
は
下
の
図
２
に
示
す
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
サ
イ
ク
ル
で
、毎
年
度

評
価
･
検
証
を
行
い
、
改
善
を
図
り
な
が
ら
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

• やアンケー
ト統計調査に基づ
く数値等で評価

•満足度や重要度、
達成度や効果を
検証して改善

•行政、個人･家
庭、地域･団体が
共動で実践

•新たな目標や達
成年度を定めて
計画を立案

Plan 
計画

Do 
実行

Check 
評価

Action 
改善

総
合
計
画
審
議
会

町
議
会

提案・報告

議決・意見

答申・助言

諮問・報告

町民
聴取・報告意見・評価

図１　SDGs（持続可能な開発目標）の17の目標

図２　計画運用のしくみ（PDCAサイクル）
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政
策
１　
良
好
な
自
然
環
境
や
景
観
の
次
代
へ
の
継
承

重
点
課
題　
　

　
・  

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
の
環
境
や
景
観
と
の
調
和

　
・  

森
林
や
農
地
の
荒
廃
化
防
止
と
多
面
的
機
能
の
維
持
･
保

全

　
・  

多
様
化
す
る
特
定
外
来
生
物
へ
の
対
応
・
不
法
投
棄
の
未

然
防
止

施
策
１　
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
･
継
承

施
策
２　
ふ
る
さ
と
の
景
観
の
保
全
･
育
成　

行
動
目
標　
自
分
た
ち
の
手
で
大
切
な
里
山
を
守
ろ
う
！

政
策
２　
自
然
の
恵
み
の
享
受
と
環
境
へ
の
負
荷
軽
減

重
点
課
題　
　
　

　
・  

学
び
や
体
験
の
場
と
し
て
の
自
然
環
境
の
魅
力
発
信
と
活

用
の
機
会
や
場
づ
く
り

　
・  

地
域
に
潜
在
す
る
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

　
・  

脱
炭
素
社
会
や
循
環
型
経
済
な
ど
持
続
可
能
な
社
会
構
築

に
対
す
る
意
識
啓
発

施
策
１　

 

自
然
と
親
し
め
る
場

や
機
会
の
創
出

施
策
２　

 

脱
炭
素
･
省
資
源
･

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
･
資

源
循
環
の
推
進

行
動
目
標　

 

町
の
自
然
を
め

い
っ
ぱ
い
楽
し
も

う
！

政
策
１　
安
全
･
安
心
で

　
　
　
　
　
「
生
き
る
力
」を
育
む
教
育
環
境
づ
く
り

重
点
課
題　

　
・  

地
域
の
資
源
（
自
然
･
歴
史
･
文
化
･
産
業
）

を
活
か
し
て
幼
少
期
か
ら
学
べ
る
機
会
の
充
実

　
・  

多
様
な
個
性
や
能
力
、
価
値
観
を
理
解
･
尊
重

で
き
る
環
境
づ
く
り

　
・  

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
安
全
･
安
心

な
教
育
環
境
の
確
保

施
策
１　
飯
綱
町
な
ら
で
は
の
教
育
環
境
の
構
築

施
策
２　

 

誰
も
が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環

境
の
整
備

行
動
目
標　

 

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
人
を
思
い
や
る
心

を
育
て
よ
う
！

政
策
２　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
・

　
　
　
　
　
　
文
化
芸
術
の
創
造
と
継
承

重
点
課
題　

　
・  

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
と
の
多
様
な
関
わ
り
方

（
す
る
･
み
る
･
さ
さ
え
る
）
へ
の
対
応

　
・  

既
存
施
設
の
活
用
や
地
域
資
源
を
保
全
す
る
活

動
支
援

　
・  

各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
や
伝
統
文
化
の
継
承

者
の
育
成

施
策
１　
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
整
備

施
策
２　
伝
統
文
化
の
保
存
･
継
承

施
策
３　
創
造
的
な
文
化
芸
術
活
動
の
支
援

行
動
目
標　
健
康
な
心
と
体
を
育
て
よ
う
！

政
策
３　
多
様
な
学
び
の
機
会
の
創
出
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
の
推
進

重
点
課
題　

　
・  

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
、
学

び
の
場
づ
く
り　
　
　
　

　
・  

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
の
確
保
と
既
存

施
設
の
有
効
活
用　
　
　
　

　
・  

生
涯
に
わ
た
る
多
様
な
学
び
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
ス
キ
ル
を
有
す
る
地
域
人
材
の
活
用

施
策
１　

 

多
様
な
学
習
機
会
の
創
出
･
地
域
社
会
と

の
連
携

施
策
２　
生
涯
学
習
の
環
境
づ
く
り 

行
動
目
標　

 

学
ぶ
楽
し
さ
分
か
ち
合
い
、
活
動
の
輪

を
広
げ
よ
う
！

　

分
野
１　

自
然
・
環
境

　

分
野
２　

学
び
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政
策
１　
儲
か
る
農
業
の
推
進

重
点
課
題　

　
・  

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
へ
の
対
応
、
新
た
な
担
い
手

の
確
保
･
育
成

　
・  

鳥
獣
被
害
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
農
地
の
荒
廃
化

へ
の
対
応

　
・  

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
更
な
る
強
化
と
持
続
可
能

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立

施
策
１　

 

農
業
経
営
基
盤
の
強
化
･
持
続
可
能
な
経
営
支

援

施
策
２　
世
界
に
誇
る
生
産
・
販
売
体
制
の
構
築

施
策
３　
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
路
開
拓

行
動
目
標　

 

地
元
の
食
材
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
地
域
の

農
業
を
み
ん
な
で
支
え
よ
う
！

政
策
２　
商
工
業
振
興
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

重
点
課
題

　
・  

雇
用
環
境
の
安
定
化

　
・  

既
存
の
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
再
生

　
・  

事
業
承
継
や
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
強
化

　
・  

地
域
に
根
差
し
た
商
工
業
の
育
成
･
強
化

施
策
１　
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

施
策
２　

 

雇
用
・
就
業
の
環
境
づ
く
り
、
創
業
･
起
業
支

援

施
策
３　

 

稼
げ
る
地
域
・
多
様
な
仕
事
の
あ
る
地
域
の
実

現

行
動
目
標　

 

町
の
商
店
を
積
極
的
に
利
用
し
、
地
域
の
商

工
業
を
み
ん
な
で
支
え
よ
う
！

政
策
３　
町
の
魅
力
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

重
点
課
題　

　
・  

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ

ル
へ
の
対
応

　
・  

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
）
の
ニ
ー
ズ

の
取
り
込
み
と
受
入
れ
環
境
の
整
備

　
・  

周
辺
市
町
村
等
と
の
広
域
的
な
連
携

　
・  
来
訪
･
滞
在
を
促
す
魅
力
発
信
力
の
強
化

　
・  
利
便
性
の
高
い
交
通
手
段
の
確
保

施
策
１　
誰
も
が
憧
れ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

施
策
２　
国
内
外
か
ら
の
誘
客
の
促
進

施
策
３　
二
次
交
通
の
利
便
性
向
上 

行
動
目
標　

 

み
ん
な
で
観
光
客
を
「
お
も
て
な
し
」
し
よ

う
！

　

分
野
３　

産
業
・
観
光
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政
策
１　
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
機
能
の
維
持
･
継
承

重
点
課
題

　
・  

人
口
や
交
通
量
の
減
少
へ
の
対
応

　
・  

鳥
獣
被
害
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
農
地
の
荒
廃
化

へ
の
対
応

　
・  

安
全
で
利
便
性
の
高
い
基
盤
整
備

施
策
１　

 

安
全
で
快
適
に
通
行
で
き
る
道
路
整
備
･
維
持

管
理

施
策
２　

 

生
活
の
基
盤
と
な
る
上
下
水
道
等
の
整
備
･
維

持
管
理

施
策
３　

 

安
全
･
安
心
で
快
適
な
居
住
環
境
の
整
備
･
継

承

行
動
目
標　

 

ご
み
拾
い
、
草
刈
り
、
雪
か
き
な
ど
を
積
極

的
に
行
お
う
！

政
策
２　
地
域
の
防
災
力
･
防
犯
力
の
維
持
･
向
上

重
点
課
題　

　
・  

激
甚
化
･
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応

　
・  

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
防
災
力
･
防
犯
力
の
強

化

　
・  

災
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
に
お
け
る
防
災
･
減
災
対

策

施
策
１　
自
然
災
害
へ
の
対
応
力
の
強
化

施
策
２　
安
全
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
推
進

行
動
目
標　
日
頃
か
ら
備
え
、
意
識
し
、
助
け
合
お
う
！

政
策
３　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
行
政
運
営

重
点
課
題　

　
・  「
新
た
な
生
活
様
式
」
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
対
応

　
・  

返
礼
品
の
充
実
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
増
加

　
・  

行
政
需
要
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

施
策
１　
信
頼
さ
れ
る
行
政
運
営
の
推
進

施
策
２　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
推
進

施
策
３　
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

行
動
目
標　

 

自
分
た
ち
の
お
金
が
適
切
に
使
わ
れ
て
い
る

か
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
！

政
策
４　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

重
点
課
題　

　
・  
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上

　
・  
全
庁
的
な
Ｄ
Ｘ
の
導
入
･
推
進

施
策
１　

 
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

施
策
２　

 

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上

行
動
目
標　

 

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積

極
的
に
活
用
し
よ

う
！

　

分
野
４　

安
全
・
基
盤
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政
策
１　
切
れ
目
な
い
子
育
ち
・
子
育
て
支
援

重
点
課
題

　
・  

核
家
族
化
や
働
き
方
の
変
化
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

へ
の
対
応

　
・  

飯
綱
町
子
育
て
世
代
支
援
施
設
の
有
効
活
用　

施
策
１　

 

子
ど
も
が
い
き
い
き
と
育
つ
環
境
づ
く
り
の
推

進

施
策
２　

 

楽
し
く
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の

推
進

施
策
３　

 

女
性
の
希
望
が
叶
う
子
育
て
環
境
づ
く
り
の
推

進

行
動
目
標　

 

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
み
ん
な
で
支
え
、
喜

び
を
分
か
ち
あ
お
う
！

政
策
２　
誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と

　
　
　
　
　
　
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

重
点
課
題

　
・  

少
子
高
齢
化
に
伴
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
と
負
担

の
バ
ラ
ン
ス
確
保

　
・  

孤
独
死
の
防
止
や
ひ
と
り
で
悩
み
や
不
安
を
抱
え
込

ま
せ
な
い
重
層
的
な
支
援
体
制
の
構
築

　
・  

公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
加
え
た
地
域
で
支

え
合
う
体
制
づ
く
り

施
策
１　

 

高
齢
者
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現

施
策
２　

 

障
が
い
者
が
自
分
ら
し
く
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現

施
策
３　

 

地
域
で
支
え
合
う
福
祉
の
体
制
づ
く
り
の
推
進

行
動
目
標　

 

声
を
か
け
、
優
し
い
地
域
の
輪
を
広
げ
よ

う
！

政
策
３　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り
の
推
進

重
点
課
題

　
・  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
症
対
策

　
・  

医
療
や
介
護
に
か
か
る
負
担
の
抑
制

　
・  

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
健
康
相
談
や
関
係

機
関
と
連
携
し
た
き
め
細
か
な
支
援

　
・  

生
活
習
慣
病
の
予
防

　
・  

地
域
医
療
を
支
え
る
飯
綱
病
院
の
必
要
な
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
確
保

施
策
１　
健
康
の
保
持
･
増
進
の
支
援

施
策
２　
飯
綱
病
院
の
医
療
体
制
の
充
実

施
策
３　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
症
の
予
防
と
対

策

行
動
目
標　

 

食
事
、
運
動
、
睡
眠
…
で
き
る
こ
と
か
ら
楽

し
く
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
！

政
策
４　
拠
点
を
つ
な
ぐ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

重
点
課
題

　
・  

買
い
物
な
ど
町
内
の
移
動
の
し
や
す
さ
の
向
上

　
・  

バ
ス
路
線
維
持
の
た
め
の
事
業
費
増
大
へ
の
対
応（
利

用
者
の
確
保
）

　
・  

高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
交
通
弱
者
の
増
加
へ
の
対
応

施
策
１　
身
近
で
親
し
ま
れ
る
公
共
交
通
の
構
築

施
策
２　
利
用
し
や
す
い
交
通
環
境
の
構
築

行
動
目
標　

 

積
極
的
に
公
共
交
通
を
利
用
し
、
生
活
の
足

を
み
ん
な
で
守
ろ
う
！

　

分
野
５　

安
心
・
健
康
・
福
祉
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政
策
１　
移
住
･
定
住
の
推
進

重
点
課
題

　
・  

移
住
に
伴
う
経
済
的
負
担
や
様
々
な
リ
ス
ク
を
軽
減

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

　
・  

空
き
家
等
の
有
効
活
用
も
含
め
、移
住
希
望
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
住
居
の
供
給
･
確
保

　
・  

良
好
な
自
然
環
境
や
歴
史
･
文
化
、
風
土
を
支
え
る

基
盤
と
な
る
集
落
の
維
持
･
継
承

　
・  

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
仕
組
み
や
体
制
づ
く
り

施
策
１　
試
住
･
移
住
･
定
住
の
支
援

施
策
２　
町
営
住
宅
等
の
整
備

施
策
３　
関
係
人
口
の
創
出
･
拡
大

行
動
目
標　

 

移
住
者
や
来
訪
者
と
の
交
流
を
深
め
、
地
域

と
関
わ
る
場
や
機
会
を
つ
く
ろ
う
！

政
策
２　
都
市
と
の
交
流
･
国
際
交
流
の
推
進

重
点
課
題

　
・  

都
市
住
民
と
の
恒
常
的
な
関
係
構
築

　
・  

首
都
圏
に
お
け
る
町
の
認
知
度
の
向
上
･
魅
力
の
発

信

　
・  

海
外
か
ら
の
来
訪
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
づ
く

り

　
・  

観
光
情
報
や
交
通
案
内
な
ど
の
多
言
語
対
応

施
策
１　
都
市
間
交
流
の
推
進

施
策
２　
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成

施
策
３　
国
際
交
流
の
推
進

行
動
目
標　

 

都
市
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
町
を
超

え
た
交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う
！

　
　
　
　
　

 

Ｔ
ｏ　
ｔ
ｈ
ｅ　
ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ　
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ

Ｉ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ　
！

政
策
３　
誰
も
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

　
　
　
　
　
　
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

重
点
課
題　

　
・  

町
や
地
域
の
課
題
の
認
識
･
課
題
解
決
の
取
組
強
化

　
・  

地
域
内
外
、
世
代
を
超
え
た
交
流
機
会
の
確
保

　
・  

地
域
の
将
来
プ
ラ
ン
や
取
組
へ
の
住
民
の
主
体
的
な

参
加
促
進

施
策
１　
多
彩
な
交
流
の
場
の
確
保
･
創
出

施
策
２　
共
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

施
策
３　
誰
も
が
尊
重
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

行
動
目
標　

 
地
域
の
行
事
や
集
ま
り
に
積
極
的
に
参
加
し

よ
う
！

政
策
４　
町
の
魅
力
を
広
げ
る
情
報
発
信
の
推
進

重
点
課
題　

　
・  

町
の
魅
力
発
信
に
よ
る
認
知
度
の
向
上

　
・  

広
報
に
お
け
る
部
署
間
の
連
携
強
化
、
多
様
な
広
報

媒
体
の
活
用

　
・  

効
果
的
な
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
、プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
強
化

施
策
１　
積
極
的
な
情
報
発
信
の
推
進

施
策
２　
戦
略
的
な
ブ
ラ
ン
ド
発
信
の
推
進

行
動
目
標　

 

全
国
･
世
界
の
人
々
に
町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

分
野
６　

移
住
・
交
流
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幼少期

よく遊び、よく学び

仲間とともに心と体を育もう

青年期

夢と希望と勇気をもって

積極的にチャレンジしよう

壮年期

家族や地域との絆を深め

よりよい暮らしをつくり出そう

熟年期

世代を超えた交流の輪を広げ、

地域社会で元気に活躍しよう

(1) 良好な自然環境や景観の次代への継承 

(2) 自然の恵みの享受と環境への負荷軽減 

(1) 安全･安心で「生きる力」を育む教育環境づくり 

(2) スポーツ活動の推進・文化芸術の創造と継承 

(3) 多様な学びの機会の創出と生涯学習の推進 

(1) 儲かる農業の推進 

(2) 商工業振興によるにぎわいのあるまちづくりの推進 

(1) 暮らしを支える生活機能の維持･継承 

(2) 地域の防災力・防犯力の維持・向上 

(1) 切れ目ない子育ち・子育て支援 

(2) 誰もが安心していきいきと暮らすことができる社会の実現 

(3) 安心して暮らせる健康づくりの推進 

(4) 拠点をつなぐ交通ネットワークの充実 

(1) 移住・定住の推進 

(2) 都市との交流･国際交流の推進 

(3) 誰もがあらゆる分野でいきいきと活躍できる環境づくり 

(4) 町の魅力を広げる情報発信の推進 

世代別基本目標 重点挑戦分野 分 野 政 策 施 策

基本構想 後期基本計画

基本理念

1) 豊かな自然環境の保全･継承 

1) 自然と親しめる場や機会の創出 

1) 飯綱町ならではの教育環境の構築 

2) 誰もが安心して教育を受けられる環境の整備 

2) 伝統文化の保存･継承 

1) 誰もがスポーツに親しめる環境整備 

2) 生涯学習の環境づくり 

1) 多様な学習機会の創出･地域社会との連携 

1) 農業経営基盤の強化･持続可能な経営支援 

2) 世界に誇る生産・販売体制の構築 

3) 農産物のブランド化と販路開拓 

1) 歩きたくなるまちづくりの推進 

2) 雇用・就業の環境づくり、創業･起業支援 

1) 安全で快適に通行できる道路整備･維持管理 

2) 生活の基盤となる上下水道等の整備･維持管理 

3) 安全・安心で快適な居住環境の整備･継承 

2) 安全に暮らせる社会づくりの推進 

1) 自然災害への対応力の強化 

1) 子どもがいきいきと育つ環境づくりの推進 

誰もが憧れる観光地づくりの推進

2) 楽しく子どもを育てられる環境づくりの推進 

国内外からの誘客の促進

3) 女性の希望が叶う子育て環境づくりの推進 

1) 高齢者が安心していきいきと暮らすことができる社会の実現 

2) 障がい者が自分らしく生活を送ることができる社会の実現 

3) 地域で支え合う福祉の体制づくりの推進 

2) 飯綱病院の医療体制の充実 

1) 健康の保持･増進の支援 

2) 利用しやすい交通環境の構築 

1) 身近で親しまれる公共交通の構築 

1) 試住･移住･定住の支援 

2) 町営住宅等の整備 

3) 関係人口の創出･拡大 

2) ふるさとの景観の保全･育成 

1) 積極的な情報発信の推進 

2) 戦略的なブランド発信の推進 

3) 稼げる地域・多様な仕事のある地域の実現 

日
本
一
の
り
ん
ご
の
町
へ

日
本
一
女
性
が
住
み
た
く
な
る
町
へ

あ
ふ
れ
る
自
然

共
に
豊
か
な
暮
ら
し
創
生

2) 脱炭素･省資源･省エネルギー･資源循環の推進 

3) 創造的な文化芸術活動の支援 

1) 都市間交流の推進 

2) 世界で活躍できる人材の育成 

3) 国際交流の推進 

1) 多彩な交流の場の確保･創出 

2) 共動によるまちづくりの推進 

3) 誰もが尊重される環境づくりの推進 

(4) デジタル化の推進 
2) 行政のデジタル化による住民サービスの向上 

1) 地域のデジタル化により活力あるまちづくりの推進 

(3) 将来にわたり持続可能な行政運営 
1) 信頼される行政運営の推進 

2) 持続可能な財政運営の推進 

3) 質の高い行政サービスの推進 

(3) 町の魅力を活かした観光まちづくりの推進 
1) 誰もが憧れる地域づくりの推進 

2) 国内外からの誘客の促進 

3) 二次交通の利便性向上 

５ 安心・健康・福祉

共に支え合い誰もが 

安心して暮らすことの 

できるまちづくり 

１ 自然・環境

美しい風景を育て、 

豊かな自然と共生する 

持続可能な社会の構築 

２ 学び

ふるさと環境を活かした 

人材育成と一人ひとりの 

豊かな人生の創造 

３ 産業・観光

創意工夫による 

新たな産業・しごとの 

創出と地域に根差した 

産業基盤の継承 

４ 安全・基盤

人口減少や自然災害、 

生活環境の多様なリスクに対

応した安全な暮らしの実現 

６ 移住・交流

移住定住と多様な 

交流による地域活性化 

3) 新型コロナウイルス等感染症の予防と対策 

幼少期

よく遊び、よく学び

仲間とともに心と体を育もう

青年期

夢と希望と勇気をもって

積極的にチャレンジしよう

壮年期

家族や地域との絆を深め

よりよい暮らしをつくり出そう

熟年期

世代を超えた交流の輪を広げ、

地域社会で元気に活躍しよう

(1) 良好な自然環境や景観の次代への継承 

(2) 自然の恵みの享受と環境への負荷軽減 

(1) 安全･安心で「生きる力」を育む教育環境づくり 

(2) スポーツ活動の推進・文化芸術の創造と継承 

(3) 多様な学びの機会の創出と生涯学習の推進 

(1) 儲かる農業の推進 

(2) 商工業振興によるにぎわいのあるまちづくりの推進 

(1) 暮らしを支える生活機能の維持･継承 

(2) 地域の防災力・防犯力の維持・向上 

(1) 切れ目ない子育ち・子育て支援 

(2) 誰もが安心していきいきと暮らすことができる社会の実現 

(3) 安心して暮らせる健康づくりの推進 

(4) 拠点をつなぐ交通ネットワークの充実 

(1) 移住・定住の推進 

(2) 都市との交流･国際交流の推進 

(3) 誰もがあらゆる分野でいきいきと活躍できる環境づくり 

(4) 町の魅力を広げる情報発信の推進 

世代別基本目標 重点挑戦分野 分 野 政 策 施 策

基本構想 後期基本計画

基本理念

1) 豊かな自然環境の保全･継承 

1) 自然と親しめる場や機会の創出 

1) 飯綱町ならではの教育環境の構築 

2) 誰もが安心して教育を受けられる環境の整備 

2) 伝統文化の保存･継承 

1) 誰もがスポーツに親しめる環境整備 

2) 生涯学習の環境づくり 

1) 多様な学習機会の創出･地域社会との連携 

1) 農業経営基盤の強化･持続可能な経営支援 

2) 世界に誇る生産・販売体制の構築 

3) 農産物のブランド化と販路開拓 

1) 歩きたくなるまちづくりの推進 

2) 雇用・就業の環境づくり、創業･起業支援 

1) 安全で快適に通行できる道路整備･維持管理 

2) 生活の基盤となる上下水道等の整備･維持管理 

3) 安全・安心で快適な居住環境の整備･継承 

2) 安全に暮らせる社会づくりの推進 

1) 自然災害への対応力の強化 

1) 子どもがいきいきと育つ環境づくりの推進 

誰もが憧れる観光地づくりの推進

2) 楽しく子どもを育てられる環境づくりの推進 

国内外からの誘客の促進

3) 女性の希望が叶う子育て環境づくりの推進 

1) 高齢者が安心していきいきと暮らすことができる社会の実現 

2) 障がい者が自分らしく生活を送ることができる社会の実現 

3) 地域で支え合う福祉の体制づくりの推進 

2) 飯綱病院の医療体制の充実 

1) 健康の保持･増進の支援 

2) 利用しやすい交通環境の構築 

1) 身近で親しまれる公共交通の構築 

1) 試住･移住･定住の支援 

2) 町営住宅等の整備 

3) 関係人口の創出･拡大 

2) ふるさとの景観の保全･育成 

1) 積極的な情報発信の推進 

2) 戦略的なブランド発信の推進 

3) 稼げる地域・多様な仕事のある地域の実現 

日
本
一
の
り
ん
ご
の
町
へ

日
本
一
女
性
が
住
み
た
く
な
る
町
へ

あ
ふ
れ
る
自
然

共
に
豊
か
な
暮
ら
し
創
生

2) 脱炭素･省資源･省エネルギー･資源循環の推進 

3) 創造的な文化芸術活動の支援 

1) 都市間交流の推進 

2) 世界で活躍できる人材の育成 

3) 国際交流の推進 

1) 多彩な交流の場の確保･創出 

2) 共動によるまちづくりの推進 

3) 誰もが尊重される環境づくりの推進 

(4) デジタル化の推進 
2) 行政のデジタル化による住民サービスの向上 

1) 地域のデジタル化により活力あるまちづくりの推進 

(3) 将来にわたり持続可能な行政運営 
1) 信頼される行政運営の推進 

2) 持続可能な財政運営の推進 

3) 質の高い行政サービスの推進 

(3) 町の魅力を活かした観光まちづくりの推進 
1) 誰もが憧れる地域づくりの推進 

2) 国内外からの誘客の促進 

3) 二次交通の利便性向上 

５ 安心・健康・福祉

共に支え合い誰もが 

安心して暮らすことの 

できるまちづくり 

１ 自然・環境

美しい風景を育て、 

豊かな自然と共生する 

持続可能な社会の構築 

２ 学び

ふるさと環境を活かした 

人材育成と一人ひとりの 

豊かな人生の創造 

３ 産業・観光

創意工夫による 

新たな産業・しごとの 

創出と地域に根差した 

産業基盤の継承 

４ 安全・基盤

人口減少や自然災害、 

生活環境の多様なリスクに対

応した安全な暮らしの実現 

６ 移住・交流

移住定住と多様な 

交流による地域活性化 

3) 新型コロナウイルス等感染症の予防と対策 
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幼少期

よく遊び、よく学び

仲間とともに心と体を育もう

青年期

夢と希望と勇気をもって

積極的にチャレンジしよう

壮年期

家族や地域との絆を深め

よりよい暮らしをつくり出そう

熟年期

世代を超えた交流の輪を広げ、

地域社会で元気に活躍しよう

(1) 良好な自然環境や景観の次代への継承 

(2) 自然の恵みの享受と環境への負荷軽減 

(1) 安全･安心で「生きる力」を育む教育環境づくり 

(2) スポーツ活動の推進・文化芸術の創造と継承 

(3) 多様な学びの機会の創出と生涯学習の推進 

(1) 儲かる農業の推進 

(2) 商工業振興によるにぎわいのあるまちづくりの推進 

(1) 暮らしを支える生活機能の維持･継承 

(2) 地域の防災力・防犯力の維持・向上 

(1) 切れ目ない子育ち・子育て支援 

(2) 誰もが安心していきいきと暮らすことができる社会の実現 

(3) 安心して暮らせる健康づくりの推進 

(4) 拠点をつなぐ交通ネットワークの充実 

(1) 移住・定住の推進 

(2) 都市との交流･国際交流の推進 

(3) 誰もがあらゆる分野でいきいきと活躍できる環境づくり 

(4) 町の魅力を広げる情報発信の推進 

世代別基本目標 重点挑戦分野 分 野 政 策 施 策

基本構想 後期基本計画

基本理念

1) 豊かな自然環境の保全･継承 

1) 自然と親しめる場や機会の創出 

1) 飯綱町ならではの教育環境の構築 

2) 誰もが安心して教育を受けられる環境の整備 

2) 伝統文化の保存･継承 

1) 誰もがスポーツに親しめる環境整備 

2) 生涯学習の環境づくり 

1) 多様な学習機会の創出･地域社会との連携 

1) 農業経営基盤の強化･持続可能な経営支援 

2) 世界に誇る生産・販売体制の構築 

3) 農産物のブランド化と販路開拓 

1) 歩きたくなるまちづくりの推進 

2) 雇用・就業の環境づくり、創業･起業支援 

1) 安全で快適に通行できる道路整備･維持管理 

2) 生活の基盤となる上下水道等の整備･維持管理 

3) 安全・安心で快適な居住環境の整備･継承 

2) 安全に暮らせる社会づくりの推進 

1) 自然災害への対応力の強化 

1) 子どもがいきいきと育つ環境づくりの推進 

誰もが憧れる観光地づくりの推進

2) 楽しく子どもを育てられる環境づくりの推進 

国内外からの誘客の促進

3) 女性の希望が叶う子育て環境づくりの推進 

1) 高齢者が安心していきいきと暮らすことができる社会の実現 

2) 障がい者が自分らしく生活を送ることができる社会の実現 

3) 地域で支え合う福祉の体制づくりの推進 

2) 飯綱病院の医療体制の充実 

1) 健康の保持･増進の支援 

2) 利用しやすい交通環境の構築 

1) 身近で親しまれる公共交通の構築 

1) 試住･移住･定住の支援 

2) 町営住宅等の整備 

3) 関係人口の創出･拡大 

2) ふるさとの景観の保全･育成 

1) 積極的な情報発信の推進 

2) 戦略的なブランド発信の推進 

3) 稼げる地域・多様な仕事のある地域の実現 

日
本
一
の
り
ん
ご
の
町
へ

日
本
一
女
性
が
住
み
た
く
な
る
町
へ

あ
ふ
れ
る
自
然

共
に
豊
か
な
暮
ら
し
創
生

2) 脱炭素･省資源･省エネルギー･資源循環の推進 

3) 創造的な文化芸術活動の支援 

1) 都市間交流の推進 

2) 世界で活躍できる人材の育成 

3) 国際交流の推進 

1) 多彩な交流の場の確保･創出 

2) 共動によるまちづくりの推進 

3) 誰もが尊重される環境づくりの推進 

(4) デジタル化の推進 
2) 行政のデジタル化による住民サービスの向上 

1) 地域のデジタル化により活力あるまちづくりの推進 

(3) 将来にわたり持続可能な行政運営 
1) 信頼される行政運営の推進 

2) 持続可能な財政運営の推進 

3) 質の高い行政サービスの推進 

(3) 町の魅力を活かした観光まちづくりの推進 
1) 誰もが憧れる地域づくりの推進 

2) 国内外からの誘客の促進 

3) 二次交通の利便性向上 

５ 安心・健康・福祉

共に支え合い誰もが 

安心して暮らすことの 

できるまちづくり 

１ 自然・環境

美しい風景を育て、 

豊かな自然と共生する 

持続可能な社会の構築 

２ 学び

ふるさと環境を活かした 

人材育成と一人ひとりの 

豊かな人生の創造 

３ 産業・観光

創意工夫による 

新たな産業・しごとの 

創出と地域に根差した 

産業基盤の継承 

４ 安全・基盤

人口減少や自然災害、 

生活環境の多様なリスクに対

応した安全な暮らしの実現 

６ 移住・交流

移住定住と多様な 

交流による地域活性化 

3) 新型コロナウイルス等感染症の予防と対策 

幼少期

よく遊び、よく学び

仲間とともに心と体を育もう

青年期

夢と希望と勇気をもって

積極的にチャレンジしよう

壮年期

家族や地域との絆を深め

よりよい暮らしをつくり出そう

熟年期

世代を超えた交流の輪を広げ、

地域社会で元気に活躍しよう

(1) 良好な自然環境や景観の次代への継承 

(2) 自然の恵みの享受と環境への負荷軽減 

(1) 安全･安心で「生きる力」を育む教育環境づくり 

(2) スポーツ活動の推進・文化芸術の創造と継承 

(3) 多様な学びの機会の創出と生涯学習の推進 

(1) 儲かる農業の推進 

(2) 商工業振興によるにぎわいのあるまちづくりの推進 

(1) 暮らしを支える生活機能の維持･継承 

(2) 地域の防災力・防犯力の維持・向上 

(1) 切れ目ない子育ち・子育て支援 

(2) 誰もが安心していきいきと暮らすことができる社会の実現 

(3) 安心して暮らせる健康づくりの推進 

(4) 拠点をつなぐ交通ネットワークの充実 

(1) 移住・定住の推進 

(2) 都市との交流･国際交流の推進 

(3) 誰もがあらゆる分野でいきいきと活躍できる環境づくり 

(4) 町の魅力を広げる情報発信の推進 

世代別基本目標 重点挑戦分野 分 野 政 策 施 策

基本構想 後期基本計画

基本理念

1) 豊かな自然環境の保全･継承 

1) 自然と親しめる場や機会の創出 

1) 飯綱町ならではの教育環境の構築 

2) 誰もが安心して教育を受けられる環境の整備 

2) 伝統文化の保存･継承 

1) 誰もがスポーツに親しめる環境整備 

2) 生涯学習の環境づくり 

1) 多様な学習機会の創出･地域社会との連携 

1) 農業経営基盤の強化･持続可能な経営支援 

2) 世界に誇る生産・販売体制の構築 

3) 農産物のブランド化と販路開拓 

1) 歩きたくなるまちづくりの推進 

2) 雇用・就業の環境づくり、創業･起業支援 

1) 安全で快適に通行できる道路整備･維持管理 

2) 生活の基盤となる上下水道等の整備･維持管理 

3) 安全・安心で快適な居住環境の整備･継承 

2) 安全に暮らせる社会づくりの推進 

1) 自然災害への対応力の強化 

1) 子どもがいきいきと育つ環境づくりの推進 

誰もが憧れる観光地づくりの推進

2) 楽しく子どもを育てられる環境づくりの推進 

国内外からの誘客の促進

3) 女性の希望が叶う子育て環境づくりの推進 

1) 高齢者が安心していきいきと暮らすことができる社会の実現 

2) 障がい者が自分らしく生活を送ることができる社会の実現 

3) 地域で支え合う福祉の体制づくりの推進 

2) 飯綱病院の医療体制の充実 

1) 健康の保持･増進の支援 

2) 利用しやすい交通環境の構築 

1) 身近で親しまれる公共交通の構築 

1) 試住･移住･定住の支援 

2) 町営住宅等の整備 

3) 関係人口の創出･拡大 

2) ふるさとの景観の保全･育成 

1) 積極的な情報発信の推進 

2) 戦略的なブランド発信の推進 

3) 稼げる地域・多様な仕事のある地域の実現 

日
本
一
の
り
ん
ご
の
町
へ

日
本
一
女
性
が
住
み
た
く
な
る
町
へ

あ
ふ
れ
る
自
然

共
に
豊
か
な
暮
ら
し
創
生

2) 脱炭素･省資源･省エネルギー･資源循環の推進 

3) 創造的な文化芸術活動の支援 

1) 都市間交流の推進 

2) 世界で活躍できる人材の育成 

3) 国際交流の推進 

1) 多彩な交流の場の確保･創出 

2) 共動によるまちづくりの推進 

3) 誰もが尊重される環境づくりの推進 

(4) デジタル化の推進 
2) 行政のデジタル化による住民サービスの向上 

1) 地域のデジタル化により活力あるまちづくりの推進 

(3) 将来にわたり持続可能な行政運営 
1) 信頼される行政運営の推進 

2) 持続可能な財政運営の推進 

3) 質の高い行政サービスの推進 

(3) 町の魅力を活かした観光まちづくりの推進 
1) 誰もが憧れる地域づくりの推進 

2) 国内外からの誘客の促進 

3) 二次交通の利便性向上 

５ 安心・健康・福祉

共に支え合い誰もが 

安心して暮らすことの 

できるまちづくり 

１ 自然・環境

美しい風景を育て、 

豊かな自然と共生する 

持続可能な社会の構築 

２ 学び

ふるさと環境を活かした 

人材育成と一人ひとりの 

豊かな人生の創造 

３ 産業・観光

創意工夫による 

新たな産業・しごとの 

創出と地域に根差した 

産業基盤の継承 

４ 安全・基盤

人口減少や自然災害、 

生活環境の多様なリスクに対

応した安全な暮らしの実現 

６ 移住・交流

移住定住と多様な 

交流による地域活性化 

3) 新型コロナウイルス等感染症の予防と対策 
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原
作
・
信
州
い
い
づ
な
食
の
風
土
記

　
　
　
（
編
集
／
発
行
・
だ
ん
ど
り
の
会
）

漫
画
・
小
林
浩
道

監
修
・
だ
ん
ど
り
の
会

︱
二
月
三
日

　
　
　
　

節
分
︱

お
か
わ
り
！

お
か
わ
り
！

「
節せ

つ
ぶ
ん分

の
と
ろ
ろ
は

食く

い
ほ
う
け（
放ほ

う
だ
い題

）食く

う
」と
い
っ
て

お
腹な

か

い
っ
ぱ
い
食た

べ
る
の
で

こ
な
れ
が
い
い
よ
う
に

ご
飯は

ん

は
ふ
だ
ん
よ
り

麦む
ぎ

を
多お

お

く
入い

れ
て

炊た

き
ま
し
た

節せ
つ
ぶ
ん分

の
神か

み
さ
ま様

と

歳と
し
か
み
さ
ま

神
様（
お
正し

ょ
う
が
つ月

の
神か

み
さ
ま様

）は

仲な
か

が
悪わ

る

い
と
言い

わ
れ
て
お
り

歳と
し
か
み
さ
ま

神
様
に
お
供そ

な

え
す
る

鮭さ
け

以い
が
い外

の
い
わ
し
な
ど
の
魚さ

か
な

と

と
ろ
ろ
汁じ

る

で
祝い

わ

い
ま
す

節せ
つ
ぶ
ん分

は
旧き

ゅ
う
れ
き暦

で

大お
お
み
そ
か

晦
日
か
ら
元が

ん
じ
つ日

に
な
る
日ひ
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※�豆
まめ

まきの由
ゆらい

来は諸
しょせつ

説ありますが、豆
まめ

は「魔
ま

を滅
めっ

する＝マメ」に通
つう

じていること。また、五
ごこく

穀（米
こめ

・麦
むぎ

・アワ・キビ・豆
まめ

）には霊
れいりょく

力があり、

まいた場
ばしょ

所は清
きよ

められるという考
かんが

えがあることからの習
なら

わしのようです。

夕ゆ
う
し
ょ
く
ご

食
後
は
炒い

っ
た
大だ

い
ず豆

を

一い
っ
し
ょ
う
ま
す

升
枡
へ
入い

れ
て

一い
っ
か家

の
主あ

る
じ

が
大お

お
ご
え声

で
家う

ち
じ
ゅ
う中

に

ま
い
て
歩あ

る

き
ま
す

こ
の
豆ま

め

を
歳と

し

の
数か

ず

だ
け

拾ひ
ろ

っ
て
お
い
て
初は

つ
ゆ
き雪

の
時と

き

に

食た

べ
れ
ば
雪ゆ

き

の
災さ

い
が
い害

か
ら

免ま
ぬ
が

れ
る
と
か

鬼お
に

は
外そ

と

！

福ふ
く

は
内う

ち

！

神か
み
だ
な棚

に
あ
げ
て
お
く
と

雷か
み
な
り
よ除

け
に
な
る
と

い
わ
れ
ま
す

節せ
つ
ぶ
ん分

で
の
大だ

い
ず豆

は
邪じ

ゃ
き気

払は
ら

い
と
し
て

用も
ち

い
ら
れ
ま
す
が

大だ
い
ず豆

は
米こ

め

・
麦む

ぎ

に
次つ

ぐ
古ふ

る

く
か
ら

日に
ほ
ん
じ
ん

本
人
の
命い

の
ち

を
支さ

さ

え
て
き
た

大だ
い
じ事

な
食

し
ょ
く
り
ょ
う

料
で
し
た
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２
月
16
日（
水
）か
ら
３
月
15
日（
火
）の
間
、

飯
綱
町
民
会
館 

元
気
の
館
で
申
告
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

必
要
な
書
類
等
を
そ
ろ
え
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

所
得
税
・
町
県
民
税

　 
申
告
納
税
相
談
の
お
知
ら
せ

▼
本
人
確
認
書
類

　

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
又
は
通
知
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
な

ど
▼�

令
和
３
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

◎
給
与・年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

◎ 

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
の
収
支

内
訳
書
、
青
色
申
告
決
算
書
・
帳
簿
等

▼
各
種
控
除
に
必
要
な
書
類

◎ 

生
命
保
険
料
、個
人
年
金
保
険
料
、地
震

保
険
料
等
の
掛
金
の
証
明
書

◎
社
会
保
険
料
控
除

　
国
民
年
金
保
険
料
等
の
控
除
証
明
書

◎
医
療
費
控
除

　
医
療
費
控
除
の
明
細
書
・
医
療
費
通
知

※ 

支
払
っ
た
医
療
費
の
う
ち
保
険・福
祉
医

療・高
額
療
養
費
助
成
な
ど
に
よ
り
補
て

ん
さ
れ
た
金
額
は
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※ 

お
む
つ
代
は
医
師
の
発
行
す
る「
お
む
つ

証
明
書
」
か
、２
年
目
以
降
で
要
介
護
認

定
の
申
請
を
さ
れ
て
い
る
方
に
保
健
福

祉
課
か
ら
交
付
さ
れ
る「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
障
害
者
控
除

　
 

障
害
の
級
な
ど
が
わ
か
る
手
帳
・
書
類
・

障
害
年
金
証
書
な
ど

◎
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
住
宅
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
な
ど

▼�

申
告
者
名
義
の
金
融
機
関
・
口
座
番
号

　

 

口
座
番
号
の
控
え
・
通
帳
の
登
録
印

　

 

な
お
、還
付
申
告
の
場
合
は
申
告
者
本
人

の
口
座
と
な
り
ま
す
。

▼ 

税
務
署
か
ら
郵
送
さ
れ
て
い
る
申
告
書

や
確
定
申
告
書
の
お
知
ら
せ
通
知
等
、必

要
と
思
わ
れ
る
書
類
を
す
べ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

▼ 

収
支
内
訳
書
、医
療
費
控
除
の
明
細
書
な

ど
は
、事
前
に
集
計
を
済
ま
せ
て
か
ら
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期日 曜日 対象地区
2月16日 水 予備日
2月17日 木 町・奈良本・東黒川
2月18日 金 中峯・田中・西黒川
2月20日 日 長野市若里市民文化ホール（税務署開設）

2月21日 月 中村・若宮・堀越・日向・東柏原・小玉・
栄町

2月22日 火 御所之入・谷・坂上・牟礼
2月24日 木 原第二・横手・中宿
2月25日 金 原第一・野村上
2月27日 日 長野市若里市民文化ホール（税務署開設）
2月28日 月 毛野・上村・東高原
3月 1日 火 下赤塩・地蔵久保・坂口・高坂
3月 2日 水 川西・川谷・番匠
3月 3日 木 川北東部・福井・四ツ屋
3月 4日 金 川北西部・平出
3月 7日 月 原第三・古町
3月 8日 火 上赤塩・扇平・袖之山
3月 9日 水 普光寺東部・夏川・北川
3月10日 木 普光寺中部・福井団地７～９ブロック
3月11日 金 普光寺西部・福井団地４～６ブロック
3月14日 月 深沢・寺村・福井団地１～３ブロック
3月15日 火 予備日

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

申
告
納
税
相
談
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
方
へ
の
お
願
い

申告相談日程表
◆会場：飯綱町民会館
◆受付：午前８時30分～11時00分
　　　　午後１時00分～４時00分
◆�対象地区の指定日にお越しにな
れない場合は予備日または希望
日（土日祝日を除く）にお越しく
ださい。
◆長野税務署による休日の受付
　2月20日（日）、2月27日（日）
　会場：長野市若里市民文化ホール
　時間：午前9時～午後4時

申告会場　直通ダイヤル
期間中（2月16日～3月15日）

平日：午前8時30分～午後5時15分まで

℡  253-5020
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▼ 
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、来
場

さ
れ
る
方
は
、マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た

だ
き
、咳
や
発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
の

入
場
は
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、午
前
中
の
申
告
相
談
者
数
を
50
名

ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、そ
れ
以
降
の

方
は
、午
前
中
に
来
場
さ
れ
て
も
午
後
の

受
付
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。併
せ
て
、

待
合
室
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、車
等
で
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
置
き
く
だ
さ
い
。

▼ 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、多
く

の
方
が
訪
れ
る
申
告
会
場
に
出
向
か
な

く
て
も
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
利
用
し
て
、自

宅
等
で
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す
る
か
、印

刷
し
た
書
面
を
郵
送
す
る
か
い
ず
れ
か

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ホ

を
利
用
す
れ
ば
、ス
マ
ホ
か
ら
確
定
申
告

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
か
ら
の
申
告
は
、年
末
調
整
済
で

　

 

医
療
費
控
除
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

寄
附
金
控
除
の
申
告
を
す
る
方
の
ほ
か
、

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
方
、２
か
所

以
上
の
給
与
所
得
が
あ
る
方
、年
金
収
入

や
副
業
等
の
雑
所
得
が
あ
る
方
な
ど
、多

く
の
方
が「
ス
マ
ホ
専
用
画
面
」を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ス
マ
ホ
専
用
画

面
で
は
、ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
画

面
が
見
や
す
く
、操
作
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
、待
ち
時
間
や
受

付
時
間
も
気
に
せ
ず
に
す
み
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

税
務
署
で
発
行
を
受
け
た
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
専
用
画
面
で
申
告
書
を
作
成
す

る
際
に
、申
告
に
必
要
な
情
報
と
併
せ
て

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
れ
ば
、簡

単
に
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

 

Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、最
寄
り
の
税
務
署
で
発
行
し
て
お
り

ま
す
の
で
、運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真

付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼ 

「
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
」

操
作
や
確
定
申

告
に
関
す
る
ご

質
問・ご
相
談
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
検
索

又
は
、電
話
に
て

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼ 

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
に

は
、売
上
げ
や
仕
入
れ
等
を
税
率
（
軽
減

税
率
８
％・標
準
税
率
10
％
）
ご
と
に
区

分
し
て
記
帳
す
る
な
ど
の
経
理（
区
分
経

理
）
を
行
っ
た
帳
簿
に
基
づ
き
、「
課
税

取
引
金
額
計
算
表
」の
作
成
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

 

な
お
、消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
適
用

を
受
け
る
た
め
に
は
、区
分
経
理
に
対
応

し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求
書
な
ど

の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

 

消
費
税
の
申
告
は
、最
寄
り
の
税
務
署
に

て
、令
和
４
年
3
月
31
日
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

▼ 

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼  

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
や
確
定

申
告
書
の
提
出
が
要
件
と
な
っ
て
い
る

控
除
（
例
え
ば
、純
損
失
や
雑
損
失
の
繰

越
控
除
な
ど
）の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
、確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

《
確
定
申
告
な
ど
に
関
す
る
お
問
合
せ
》

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
特

集
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
長
野
税
務
署 

℡
２
３
４
︱
０
１
１
１
（
代
表
）
ま
で

　
申
告
期
間
中
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、顔
写
真

の
撮
影（
無
料
）と
申
請
書
の
記
入
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
か
交
付

申
請
書
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

　
約
５
分
程
度
で
申
請
手
続
き
は
完
了
し

ま
す
。

　
申
告
相
談
の
待
ち
時
間
に
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。　
　

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ 

～
確
定
申
告
不
要
制
度
の
お
知
ら
せ
～

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　
　
　
　 

所
得
税
確
定
申
告

消
費
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
　
　
　
　
　
作
り
ま
せ
ん
か
？

※ 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申

告
を
さ
れ
な
い
場
合
、
控
除
等
が

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
控
除
等
を
適

用
さ
れ
る
場
合
は
、
住
民
税
の
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

≪ｅ-Tax・作成コーナー操作
などに関するお問合せ≫

 「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク」

℡0570-01
イー

-5
コ ク ゼ イ
901

【受付】 月曜～金曜（祝日等を除く）
　　　 午前9:00～午後5:00
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新型コロナウイルスワクチン追加接種（3回目）の
お  知  ら  せ  と  お  願  い

追加接種の効果

追加接種に使用するワクチンについて

低下した感染予防効果や、重症化予防効果を
高めることが期待できます。

UP!

　新型コロナワクチンを２回接種した場合であっても、接種後の時間の経過とともに抗体価が減少した
り、発症予防効果が低下することが報告されていることから、国の方針に基づき追加接種（3回目）（以下
「追加接種」という。）を実施いたします。
　町では、１月から医療従事者の接種が始まっており、２月3日からは重症化リスクの高い高齢者施設
等の入所者及び従事者への接種を実施していきます。加えて2月10日からは2回目の接種完了から一定
の間隔が経過した18歳以上の方の接種を順次進めていきます。接種券は接種の該当時期にあわせて発送
していきます。

＊追加接種に使用するワクチンは、mRNAワクチン（ファイザー社製又はモデルナ社製）を使用します。
＊�追加接種で国から供給されるワクチンは、ファイザー社製とモデルナ社製がほぼ同量となるため、時
期によっては、初回接種（１、２回目）（以下「初回接種」という。）のワクチンと同じ種類のワクチンを
受けられない場合があります。
　基本的には供給のあるものから使用することをご了承ください。

　追加接種後の副反応の発症頻度は２回目とほぼ同じで、初回接種（１、２回目）の
時と同様に接種翌日の報告が多いようです。

　ファイザー社製、モデルナ社製いずれも副反応に大きな差はなく、交互接種でも同種接種でも安全性
は許容できると報告されています。
　また、追加接種ではモデルナ社製のワクチンは、接種量が半分になるため、接種後の症状が初回接種
より少ないことが報告されています。

※　追加接種についても初回接種と同様にメリットとデメリットを比較してご検討ください。
※�　希望するワクチンがない場合、お待ちいただくこともできますが、感染拡大防止や重症化予防の観

点から、接種券が届いた方から、その時の打てるワクチンを接種することをご検討ください。

◆これまでに新型コロナワクチンの接種ができなかった方へ◆
　�　町では、1回目、2回目の接種が未接種の方で、希望される方は下記をご覧いただき、飯綱町ワクチ
ン接種予約センター（℡253-5092）までご予約ください。
　　２回目のみの方も接種できますのでご相談ください。

＊1回目と2回目の接種時間が異なりますので、ご注意ください。

１回目 ２月 ５日（土） 14:00～15:00 ＊使用するワクチン　　ファイザー社製
＊接種場所　飯綱町健康管理センター２回目 ２月26日（土） 15:30～16:00

副反応は？

【交互接種】とは…1回目、2回目と異なるワクチンを3回目に接種することです。
①ファイザ－＋②ファイザ－＋③モデルナ（追加接種の接種量は初回接種量の半量になります。）

①モデルナ＋②モデルナ＋③ファイザ－（追加接種の接種量は初回接種と同量です。）　

　交互接種をしても抗体価の上昇は良好で、高い有効性が期待されています。

感染
予防効果

重症化
予防効果

3回目
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INFORMATION
くらしの情報

健 康 案 内 板

　健診の受付時間等、詳細は通知にてお知らせします。
○乳児健診（場所：新子育て支援センター）
　日付：2月24日（木）

○歯っぴいお誕生教室（場所：新子育て支援センター）
　日付：2月9日（水）

○おっぱい教室（場所：新子育て支援センター）
　①授乳中コース
　　日時：2月4日（金）　13:15～15:15
　　対象：  授乳中のお母さん。要予約（初回優先）で個

別相談です（1人30分程度）。
　② 妊婦コース（妊娠期に必要な栄養の講義、母乳に関

するお話、マタニティヨガの体験など）
　　日時：2月4日（金）　15:00～17:00
　　対象：  出産予定の方。要予約でグループでの相談です。
○お子さんの定期健康相談（場所：新子育て支援センター）
　日時：2月2日（水）、18日（金）
　　　　両日とも　9:30～11:00（予約不要）
　持ち物：母子手帳
　 　保健師と栄養士がご相談に応じます。身長・体重

測定もできます。
　※ 来所の際は、マスクの着用と発熱（37.5℃以上）や

風邪症状がないか、体調の確認をお願いします。

　以下の健診（検診）をご希望の方は、飯綱町健康管理
センターへご連絡ください。健診（検診）に必要な書類
等をお送りします。
○国保特定健診・町民健診の個別健診
　実施期限：令和4年2月末まで
　　　　　　（医療機関の休診日は除く）
　①特定健診
　　対象：  40歳～74歳（昭和57年3月31日以前の生まれ、 

健診当日75歳未満）で飯綱町国保加入の方
　　料金：1,000円
　　健診場所：町内、町外医療機関（要予約）
　②町民健診

　　健診場所：町内医療機関（要予約）

○無料がん検診はお済みですか
　 　子宮頸がん検診及び乳がん（マンモグラフィ）検診

のうち、無料がん検診となる対象の方にはクーポン
を送付しています。お手元にない場合は、飯綱町健
康管理センターまでご連絡ください。ご自分の健康
チェックのため、ぜひご利用ください。

　利用期限：令和4年2月末まで
　　　　　　（医療機関の休診日は除く）

○活動量計購入者募集
　 　活動量計は、1日の歩数や活動

エネルギーなどが測定できる、
健康管理に役立つアイテムです。
購入者は専用の体組成計（町内3
か所に設置）で、筋肉量や体脂肪
率などを測定することができます（測定無料）。

▶ 購入費用：2,000円（通常販売価格6,050円のところ、
町から補助が出ています。）

▶ 対象者：20歳以上の町民（ペースメーカー等の体内
機器装着中の方はご購入いただけません）

▶ 購入方法：次の「お渡し日」より希望する日時を選び、
飯綱町健康管理センターへ電話でお申し込みくださ
い。

▶お渡し日：2月3日、7日、17日、21日
　各日の10:00～、13:30～（所要時間約45分）
▶会場：飯綱町健康管理センター
▶ 内容：活動量計の使用方法の説明、体組成計・血圧

計による測定、測定結果の説明
▶ 申込期限：購入希望日の2日前までにお申し込みく

ださい。
○定期健康相談
　日時：2月21日（月）　9:30～11:30
　場所：飯綱町健康管理センター
　 　2月18日（金）までに飯綱町健康管理センターへ予

約してください。
　※ 来所の際は、マスクの着用と発熱（37.5℃以上）や

風邪症状がないか、体調の確認をお願いします。
○断酒会
　日程：2月2日、9日、16日（水曜日）
　時間：19:30～20:30
　場所：メーラプラザ（地域交流室）
○心の健康相談
　日時：2月8日（火）　13:30～15:30
　場所：飯綱町健康管理センター
　 　2月4日（金）までに飯綱町健康管理センターへ予約

してください。1人おおむね30分程度。精神保健福
祉士による個別相談です。

〒389-1211飯綱町大字牟礼2220
　業務時間：平日8:30～17:15　（飯綱病院　東隣）
　電話：253-6841　FAX：253-6840　有線6841

▽母子保健

対　　象
9～10か月 令和3年4月生
6～7か月 令和3年7月生
3～4か月 令和3年10月生

対　　象
1歳児 令和2年11月から令和2年12月生
2歳児 令和元年11月から令和元年12月生

▽各種健診（検診）のご案内

対　象 料　金
20歳～39歳の方

（昭和57年4月1日から平成14
年3月31日生まれの方）

1,000円

後期高齢者医療保険加入の方 無料
生活保護を受給している方 無料

▽その他

▽飯綱町健康管理センターのご案内

▲活動量計
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Ｊアラートの全国一斉情報伝達試験のお知らせ
　2月16日（水）、午前11時頃に全国瞬時警報システム

（Jアラート）の試験放送を実施します。各戸に配布し
ている受信機と、町内51か所にある屋外スピーカーか
ら試験放送が流れます。
　緊急地震速報や武力攻撃における弾道ミサイル情報
などの緊急時の情報を、迅速に伝達するために必要な
試験ですので、ご理解をいただきますようお願いします。
※ 気象・地震活動の状況等により、中止することがあ

ります。
▶問合せ　総務課　危機管理室　℡253-2511

夜間延長窓口のお知らせ
　通常の開庁時間に窓口にお越しいただけない方のた
め、毎週月曜日の夜間に一部の窓口を開設します。
▶2月の開設日　7日・14日・21日・28日（月曜日）
▶時　間　17:15～19:00
▶場　所　会計係窓口・住民係窓口
▶取り扱い業務

【会計係】　・税・料金等の納付
【住民係】
　・住民票、戸籍謄抄本等、印鑑証明書の交付
　・印鑑登録　・所得課税証明書の交付
　・マイナンバーカードの交付（予約がある場合のみ）
　・マイナンバーカード電子証明書の更新
▶問合せ　税務会計課　会計係　℡253-4768
　　　　　住民環境課　住民係　℡253-4762

マイナンバーカード申請のお手伝いをします（無料）
　マイナンバーカードを希望する方へ、写真を撮って
カード申請のお手伝いをしています。個人番号カード
交付申請書（お持ちの方）及び身分証明書（免許証、保
険証等）をお持ちください。※所要時間約10分
▶問合せ　住民環境課　住民係　℡253-4762

加工所施設 3月・4月・5月分の予約受付について
　3か月分の予約受付を以下のとおり行います。
▶日　時　2月17日（木）　9:00～
▶ 受付場所　「野村上加工所」は野村上加工所、「りん

ごパーク大豆加工施設」及び「りんごパークセンター
みそ加工室」はりんごパークセンターとなります。

※ 野 村 上 加 工 所 は、3月1日 及 び、4月1日 ～ 9日 の 
みそ加工予約ができません。

・予約は、各施設に出向かれた方が優先となります。
・  予約受付開始日の電話での申込みは、11:00以降と

なります。予約受付開始日以降は、随時電話で受け
付けます。

▶問合せ　産業観光課　農政係　℡253-4765
　　　　　りんごパークセンター　℡253-2801

住民税非課税世帯等に対する
国の臨時特別給付金について

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、
様々な困難に直面した方々が、速やかに生活・暮らし
の支援を受けられるよう、住民税非課税世帯等に対し
て1世帯当たり10万円の臨時特別給付金を給付します。
▶給付対象となる世帯
　① 令和3年12月10日時点で、世帯全員の令和3年度

住民税均等割が非課税である世帯。
　　 ただし、住民税が課税されている者の扶養親族等

のみからなる世帯を除く。
　② 上記のほか、令和3年1月以降に新型コロナウイル

ス感染症の影響を受け家計が急変し、上記の世帯
と同様の事情にあると認められる世帯。

※ 対象世帯には案内書、確認書等を送付（2月上旬予定）
②は申請が必要です。町公式ホームページから様式
をダウンロードし、役場窓口へお持ちください。

▶給付金額　1世帯につき10万円
▶問合せ　内閣府コールセンター　℡0120-526-145
　　　　　保健福祉課　福祉係　℡253-4764

後期高齢者医療の窓口負担割合が見直されます
　令和4年度後半から、後期高齢者医療被保険者のう
ち、一定以上の所得がある方は、医療費の窓口負担割
合が2割になります。被保険者の令和3年中の課税所得
や収入額をもとに、世帯単位で判定され、該当する方
には「2割」と記載された被保険者証が施行日前に送付
されます。
▶2割負担の基準
　 　「課税所得28万円以上」かつ「年金収入＋その他合

計所得金額が200 万円以上」
　※課税所得とは、住民税納税通知書の「課税標準」の額
　※年金収入には、遺族年金や障害年金は含みません。
　※ 被保険者が2人以上の場合は、「年金収入＋その他

合計所得金額の合計が320 万円以上」
▶配慮措置
　 　施行から3年間、2割負担となる方のうち、長期

にわたり頻繁に受診する患者等への配慮措置として、
1か月の外来医療の負担増加額が3,000円までに抑
えられます。

　例）医療費総額50,000円の場合
　　 1割負担の場合　窓口負担額5,000円
　　 2割負担の場合　窓口負担額8,000円（※）
　　※ い っ た ん 窓 口 で10,000円 を 支 払 い ま す が、

5,000円＋負担増加額3,000円が適用され、差
額2,000円が高額療養費として支給されます。

▶問合せ
　長野県後期高齢者医療広域連合　℡229-5320
　住民環境課　国保年金係　℡253-4762

お知らせ

INFORMATION
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新品種りんご苗木希望者を募集します
　飯綱町では、りんごの町として生食だけでなく更な
る加工ブランド化に向けた取り組みとして、信州大学
農学部 伴野潔特任教授が品種開発した、果肉が極め
て赤い「スーパー赤果肉りんご」IHR17（いろどりとハ
ニールージュの交配）の苗木を無料配布します。
　大きさ：小玉（150ｇ）、糖度：15％、酸含量：1.2％で、
特にシードルやパイ、ジャム
などの加工に向いた品種です。
　苗木の本数には限りがある
ため、応募者多数の場合は抽
選となります。

▶申込期間　2月14日（月）～28日（月）
▶申込先・問合せ　産業観光課　農政係　℡253-4765

可燃ごみ12月分の委託収集量のお知らせ
　令和3年12月の1か月間で、各集積所から収集した
可燃ごみの重量、基準年及び前年との比較は次のとお
りです。

▶問合せ　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

可燃ごみ持込手数料の改定について
　長野広域連合では、ごみ処理手数料の適正化を図る
ため、本年4月1日から、ながの環境エネルギーセンター
ごみ処理手数料（可燃ごみ持込手数料）について、次の
とおり改定を行います。皆様のご理解とご協力をお願
いします。

　なお、通常の収集については料金等の変更はありま
せん。
▶問合せ　長野広域連合　環境推進課　℡213-5300
　　　　　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

くらしの情報

▲信州大学
ホームページ

現行料金
（3月31日まで）
10kgにつき160円

新料金
（4月1日から）

10kgにつき170円
⇒

今月 基準年 前年
Ｒ３年
12月分

Ｈ25年
12月分 差引量 増・減 R２年

12月分 差引量 増・減

118ｔ 173ｔ △55ｔ △32% 124ｔ △6ｔ △5%

令和3年度　ごみの分別収集・リサイクル啓発標語の入選作品について
　ゴミの分別収集・リサイクルについての啓発標語を、町内2小学校の4年生から募集したところ、75作品の応募があ
りました。それらの作品を審査した結果、入選作品を以下のとおり決定しました。
　入選作品については、令和4年度飯綱町分別収集カレンダー等で使用します。今後もごみの分別収集について、ご
理解とご協力をお願いします。　　

▶問合せ　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

作　　品 学 校 氏　　名
最優秀賞 ごみへらし　未来のために　取り組もう 牟礼小 髙澤　優斗

優秀賞

大変だ　軽い気持ちで　すてたごみ 三水小 菊地　美優
リサイクル　きれいな町を　作りたい 三水小 関　杏奈
プラスチック、川にすてれば、かんきょうはかい 牟礼小 中嶋　大也
ごみのしょり　みんなでいっしょに　分別だ 牟礼小 松木　草心
ゴミないと　人の笑顔も　みえるよね 牟礼小 小林　晴
大変だ　海がごみに　うもれちゃう！ 牟礼小 金井　来輝
意しきしよう　分別のしかた　３Ｒ 牟礼小 伊藤　琉稀

佳　作

資源物　資源にされて　ふっかつだ 三水小 若林　良祐
ポイすてを　すればいつかは　倍返し 三水小 山浦　悠佑
プラスチック　土にかえらないから　すてないで 三水小 黒澤　杏菜
かんたんに　ごみをすてると　めいわくだ 三水小 名古　遼平
分別で、　新しいもの　作れるよ 三水小 渡邉　楓
温だん化　地球がこまる　協力しよう 牟礼小 水上　倖那
プラゴミを　捨てちゃだめだよ　リサイクル 牟礼小 岡田　佳子
ポイ捨ては　ぜったいだめだよ　気をつけよう 牟礼小 古谷　奈々
リサイクルをすればゴミは生まれ変わる 牟礼小 仲俣　綾乃
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INFORMATION

長野北年金事務所をご利用の
被保険者・事業主の皆様へ

　本年2月1日から、長野北年金事務所の国民年金・厚
生年金保険の一部業務が、長野南年金事務所へ移管さ
れます。
▶2月1日以降、長野南年金事務所での対応となる業務
○国民年金関係
　・保険料の納付勧奨　・免除申請勧奨
○厚生年金保険関係
　・事業所に対する調査
　・保険料の決定、収納、滞納整理
　・社会保険料納入証明書（確認）書の交付　など
▶いずれの年金事務所でも対応できる業務
　・国民年金及び厚生年金保険の届出書の受付、相談
　・  健康保険被保険者資格証明書、資格取得・喪失等

確認通知書の交付
　・  年金手帳、国民年金保険料納付書、厚生年金保険

料納付書の再交付
　・年金請求に関する相談・手続き など
▶問合せ　長野北年金事務所（長野市吉田3-6-15）
　　　　　℡244-4100
　　　　　長野南年金事務所（長野市中御所126-10）
　　　　　℡227-1284

「飯綱町公共交通マップ」への広告掲載事業者募集
　本年度作成の「飯綱町公共交通マップ」へ広告を掲載
していただける事業者を募集します。
▶発行部数　5,000部
▶ 配布範囲　飯綱町全世帯、診療所、病院、牟礼駅等

を予定
▶ 広告料　町内事業所は 5,000円／枠、町外事業所は

10,000円／枠を最低価格とし、申込みのあった中
から一番金額の高い者に決定（申込多数の場合は抽
選により決定するが、町内事業所を優先）

▶最大枠数　4枠（1枠　縦5.25cm×横7.4cm）
▶申込期限　2月14日（月）まで
▶問合せ　企画課　企画係　℡253-2512

「信濃川水系河川整備計画（変更原案）」に対する
意見募集について

　このたび国土交通省千曲川河川事務所では、信濃川
水系の今後の川づくりについて、具体的な実施内容と
なる信濃川水系河川整備計画（変更原案）を作成しまし
た。
　信濃川水系整備計画（変更原案）に対する
ご意見を関係住民の皆様から募集します。
　意見募集の時期や方法等の詳細について
は、専用ホームページをご確認ください。

専用ホームページはこちらから▲
▶問合せ　国土交通省　千曲川河川事務所　調査課
　　　　　℡227-9434
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
町民講座×男女共同参画推進フォーラムの

開催延期について
　先月のいいづな通信に掲載し、2月13日（日）に開催
を予定していた「町民講座×男女共同参画推進フォー
ラム」ですが、新型コロナウイルスの急激な感染拡大
を受け、延期とします。延期後の開催日は未定です。
※ 今月の飯綱町議会だよりにも開催のお知らせを掲載

していますが、延期となります。
▶問合せ　企画課　企画係　℡253-2512

心配ごと相談所及び行政相談所の開設
　毎日の生活のちょっとした困り事や悩み事について、
どなたでも気軽にご相談ください。相談は無料で秘密
は固く守られます。
▶日　時　2月8日（火）　13:30～15:30
▶場　所　メーラプラザ　相談室
▶相談員　 民生児童委員、司法書士、人権擁護委員、

行政相談委員
※ 今後の新型コロナウイルスの感染状況により、中止

となる可能性があります。
▶問合せ　保健福祉課　福祉係　℡253-4764
　　　　　〔民生児童委員、司法書士、人権擁護委員〕
　　　　　総務課　総務係　℡253-2511
　　　　　〔行政相談委員〕

おはなしの会お休みについて
　新型コロナウイルスの急激な感染拡大を受け、おは
なし会は当面の間休止します。
▶問合せ　飯綱町公民館　℡253-6560

催　し

広告
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くらしの情報

　 
　　

飯綱町文化協会作品展
▶期　間　2月12日（土）～26日（土）
▶時　間　9:00～16:00　※入場無料
▶休館日　月曜日
▶場　所　いいづなアップルミュージアム　企画展示室
▶ 内　容　昨年はコロナ禍により中止となった飯綱町

文化協会（展示部門）の作品展。書道・俳句・絵画・
工芸・写真など、多彩な会員の作品をご鑑賞ください。

令和元年度　飯綱町文化協会作品展より
▶ お願い　入館の際は、新型コロナウイルス感染症予

防対策に伴う対応へのご協力をお願いいたします。
▶問合せ　いいづなアップルミュージアム　℡253-1071
　　　　　　　

　　　　　　　
2月28日（月）は納税日です

　今月の町税及び各種料金の納期限は、現金払い、口
座振替ともに2月28日（月）です。口座振替をご利用の
方は前日までに残高の確認をお願いします。
▶町税・各種料金は次のとおりです。
　 固定資産税、国民健康保険税、介護保険料、後期高

齢者医療保険料、上下水道料、保育料（時間外含む）、
一時保育料、園バス使用料、学童保育料、学校給食費、
緊急通報装置使用料、住宅使用料

▶問合せ　各担当まで

　飯綱町地域活動支援センターは、障がいのある人の
相談窓口です。また、余暇等を企画し地域での暮らし
が充実したものになるよう応援しているところです。
■「カフェ」
　 　みんなの交流の場。お茶を飲みながら会話を楽し

みます。
▶日　時　2月7日・14日・21日（月）　15:30～16:30
■「いこい」
　 　精神に障がいのある方の社会復帰に向けての支援

や余暇活動の支援（おやつ作りやカラオケなど）をし
ています。

▶日　時　毎週火曜日　13:30～15:30
■「余暇企画（わたしのじかん）」
　 　障がいのある方の余暇活動の支援（クラフト、カ

ラオケ、温泉など）をしています。
▶日　時　毎週木曜日　15:30～16:30
※内容など詳細は下記へお問い合わせください。
▶開催場所・問合せ　飯綱町地域活動支援センター
　（メーラプラザ内）　℡253-7519

令和3年度いいづな歴史講座参加者募集
歴史ふれあい館では1月から3月まで月1回“飯綱町再
発見”をテーマに歴史講座を開催します。各回ごとに
参加者を募集しますのでぜひご応募ください。
＜第2回いいづな歴史講座＞
▶日　時　2月20日（日）　13:30～15:00
▶場　所　飯綱町民会館　ホール
▶話　題　「はっとした飯綱町の文化財について」
▶講　師　中村　芳人氏（町文化財調査委員長）
　　　　　富樫　均（歴史ふれあい館長）
▶参加費　無料
▶定　員　100名（事前申し込み、先着順）・町民限定
▶申　込　電話・メールなどで歴史ふれあい館へ
▶問合せ　いいづな歴史ふれあい館　℡253-6646

納税日のお知らせ

中学校図書館から開館日のお知らせ

※ 蔵書点検のため、中学校図書館は２月28日（月）～３月２日（水）が、公民館図書室は３月14日（月）～16日（水）が
休館となります。

　上記以外は閉館日です。新型コロナウイルス感染症の影響により、変更となる可能性があります。

3月 2月

【平日開館】16:30～20:00 【休日開館】9:00～19:00 【平日開館】16:30～20:00 【休日開館】9:00～19:00

  3日（木）、    4日（金）
  8日（火）～11日（金）
15日（火）～17日（木）

  5日（土）、 　6日（日）
12日（土）、 13日（日）
19日（土）～21日（月）
23日（水）～27日（日）
29日（火）～31日（木）

  1日（火）～  4日（金）
  8日（火）～10日（木）
15日（火）～18日（金）
22日（火）
24日（木）、  25日（金）

  5日（土）、    6日（日）
11日（金）～13日（日）
19日（土）、  20日（日）
23日（水）　
26日（土）、  27日（日）

アップルミュージアムからのお知らせ 地域活動支援センターからのお知らせ

歴史ふれあい館からのお知らせ
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どうしたら…？
まずは、不凍栓（水抜栓）の
確認を。

水が出ない…。
凍結してしまったら…。

どうしよう…？応急処置を。
それから「飯綱町指定給水装置
工事事業者」へ修理依頼を。

・��不凍栓は蛇口配管内の水を地下へ排水し、凍
結を防ぐ構造になっています。不凍栓の操作
は「全開」または「全閉」が基本です。
①蛇口を開き、水を出します。
②不凍栓を閉めます。（回らなくなるまで）
③�蛇口から水が出なくなってから、蛇口を閉め
ます。
④�不凍栓が全閉されていることを再度確認し
てください。
※�この際、半開きの状態だと、蛇口から水が出て
いなくても水が地下へ流れつづけている場合が
ありますのでご注意ください。

　‘宅内漏水’は、お客様が気付かないうちに起こっていることが多く、一度メーターを通り、漏れてしまっ
た水の料金までお客様にお支払いいただくことになりますので、ご注意ください。
　漏水は早期発見が大切です。
　下記の方法は、地下や床下など、見えないところで起こる漏水の発見にも効果的です。定期的に各ご家庭で
チェックをしましょう。

・��蛇口を開き、凍った部分にタオルなどを被
せ、その上からぬるま湯をかけて、ゆっくり
溶かしてください。
※�熱湯を急激にかけると、水道管が破裂する恐
れがあります。

★２月分の水道料金について
　2月は、水道料金の徴収月ですが、積雪や寒風
等のため検針は行わず、暫定料金となりますので
ご承知ください。精算は4月の検針時に行います。
　2月中旬に、「冬期認定通知書」を各戸にお送り
しますので、内容をご確認ください。

・暫定料金とは…
　当年度6・8・10・12月の平
均使用水量分の95％を仮の使
用水量として算出します。こ
れを料金化し、2月分とします。

・不凍栓バルブや止水栓を閉めます。
・��これらが、取り付けられていない場合や場所が分
からないときは、破裂した部分に布やテープを
しっかり巻きつけ、針金や紐で縛り、水が吹き出
るのを防いでください。
・��それから、「飯綱町指定給水装置工事事業者」に修
理の依頼をしましょう。

水道管の凍結による漏水に注意してください！

発見しにくい漏水にご注意ください。

低温注意報の夜などは要注意です。しっかり凍結防止をしておきましょう。
また、留守にするときや、しばらく水道を使用しないときは忘れずに水抜きをしましょう。

建設水道課より

水抜

凍結

破裂

＊水道に関するお問い合わせ等は、こちらまでお願いします。
飯綱町役場　建設水道課上水道係　℡（026）253-4767　FAX（026）-253-6869

＊漏水の発見方法＊
　家中の蛇口を全部閉めて、水道メーターを見てください。
　 水道メーターのパイロットが回っていたら、漏水の可能性

があります。

パ
イ
ロ
ッ
ト

水道メーター
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22掲載してある写真データをご希望の方は、企画課へご連絡ください。（但し、ご本人に限ります。）

　町内の各保育園でクリスマス会を行いました。り
んごっ子保育園の園児たちは「今日サンタさん来るよ。
空を飛んで来るのかな」「魔法が使えるのかな」と、こ
の日を心待ちにしていました。ステージにサンタさ
んが現れると、手を振ったり拍手をしたり、園児た
ちの目はサンタさんに釘付け。サンタさんからプレ
ゼントをもらい、記念写真を撮りました。

　町内の医療機関の医療従事者を対象とした、新型
コロナウイルスワクチンの追加接種（３回目）が始ま
りました。この日は、飯綱病院の伊藤院長ら78名が
接種を受けました。「全国でオミクロン株の感染者が
増えています。接種できる方は接種していただき、
引き続き感染対策をお願いします」と話す伊藤院長。
　２月４日ま
で医療従事者
の接種を行い、
その後は高齢
者施設の接種
が始まります。

　町内の各地でどんど焼きが行われました。
　福井団地ではどんど焼きの朝、地区の役員と子ど
もたちが各家を回り、しめ縄やだるまなどの正月飾
りを集めます。コミュニ
ティセンターのグラウンド
には、役員らで作った道祖
神が２体完成。夕方、区民
が集まり年男年女の人が道
祖神に点火しました。炎が
燃え上がると、子どもたち
が書初めを火に近づけたり、
餅を焼く姿が見られました。

▲接種後の痛みは少ないです

1月中旬　無病息災を願って 町内各地でどんど焼き

12月22日（水）保育園にサンタさんが来たよ りんごっ子保育園

1月14日（金）新型コロナワクチン追加接種が始まりました

◀ ｢サンタさんの誕生日と家族を教えてください」な
どサンタさんにたくさんの質問をしました

▲サンタさん保育園に来てくれてありがとう

▲サンタさんに手を振る園児

　▲今年1年、無病息災で過ごせますように

◀書初めを燃やす子どもたち「字が上手になりますように」
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こども子育て未来室だより
飯綱町教育委員会（こども保育係・子育て支援係）℡253-4769　
飯綱町子育て世代支援施設（子育て支援センター ℡253-8853  ワークセンター ℡217-1339）

子育て応援祝い金の
支給申請について

　令和４年３月に、お子さんが保育園
等を卒園、小・中学校を卒業される世
帯に、子育て応援祝い金を支給します。
　対象と思われる世帯には１月下旬に、
申請書を郵送しましたので、期限内に
手続きをお願いします。

○申請期間
　令和４年２月１日（火）～

　　　　　２月28日（月）

○支給額
　保育園等卒園　　　３万円
　小・中学校卒業　　５万円

※�支給要件があり
ますので、詳細
や不明な点は担
当までお問い合
わせください。

■問合せ　子育て支援係

「この町で心地よく暮らし『はたらく』を
考えるセミナーと座談会」開催のお知らせ
　女性のライフステージごとの自分らしいはたらき方、
暮らし方について、非営利型株式会社Polarisの市川望
美さんを講師に招き、セミナーと座談会を開催します。
　100人100通りの感じ方を大事にし、「心地よく暮らし、
はたらく」という問いから多様な答えが共有できる方
法をみんなで考えます。
　お申し込みはQRコードから、またはｉワークヘ電話
でお願いします。

○日　時　
　令和４年３月２日
　（水曜日）
　9:30～12:00
※定員あり、
　オンライン参加可

■問合せ　ワークセンター

　リュージュの競技
についてはBSで放
送予定です。
　皆さん応援よろし
くお願いします！

　北京オリンピックの
リュージュの代表に飯
綱町赤塩出身の小林誠
也さんが内定しました。
誠也さんはオリンピッ
ク初出場で日本勢の
リュージュ出場は2大
会ぶりです。

小
こばやし

林 誠
せ い や

也さん（20歳）

令和３年度子育て世帯への臨時特別給付金について
　飯綱町では「子育て世帯への臨時特別給付金」について、児童
一人当たり10万円を、全額現金で支給することになりました。
　給付金の受給にあたり、申請が必要な方（要申請支給）へ１月
13日に案内を送付しました。要申請支給の対象の方は下記の期限
までに書類の提出をしてください。
　書類の審査後、順次受取口座へ支給させていただきます。

①提出書類　 
　・子育て世帯への臨時特別給付申請書
　・��申請者の運転免許証または保険証、またはマイナンバーカード�
など　本人確認用書類の写し

　・受取口座の通帳またはカードの写し　　　　　　

②提出期限　令和４年２月28日（月曜日）

※プッシュ型の方（５万円を２回支給）は支給済みです。
※�高校生のみ養育している方、または公務員の方で、養育してい
る児童の住所が他市町村にある場合は、町から通知は届きませ
んので、教育委員会子育て支援係までご連絡ください。申請用
紙を送付いたします。また、受給対象と思われるが、通知が来
ていない方もお問い合わせください。

■問合せ　子育て支援係

北京オリンピック出場飯綱中学校
の卒業生

非営利型株式会社Polaris
市川望美さん

参加申し
込みはこ
ちらから



24
町では、町名の「いいづな」が国際的により正確な発音で
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北 部 高 校 修学旅行と学年行事、ようやく実施
　

夏
に
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
や
や
落
ち
着
き
を

見
せ
た
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
、
北
部

高
校
の
生
徒
た
ち
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活

動
し
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
に
地
域
の
ご
支
援

　

10
月
15
日
に
は
、
本
校
恒
例
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
と
同
じ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
走

る
の
で
す
が
、
今
年
は
途
中
に
工
事
箇

所
が
あ
り
、
一
部
コ
ー
ス
を
変
更
。
生

徒
は
力
走
し
、
出
場
選
手
全
員
が
完
走

し
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
も
毎
年
地
域

の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
走

る
生
徒
へ
の
あ
た
た
か
い
お
声
が
け
、

交
通
整
理
等
へ
の
ご
協
力
な
ど
、
生
徒

が
頑
張
る
環
境
を
整
え
て
い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
そ
れ
に

加
え
て
、
コ
ー
ス
途
中
で
工
事
を
担
当

さ
れ
た
地
元
建
設
業
の
方
よ
り
、
優
勝

生
徒
へ
の
副
賞
の
ご
提
供
ま
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

い
い
コ
ネ
ま
つ
り
に
出
店

　

11
月
20
日
・
21
日
、
い
い
づ
な
コ
ネ

ク
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
い
い
コ
ネ
ま
つ

り
」
に
出
店
し
ま
し
た
。

　

北
部
高
校
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
（
地
域
授
業
）」
で
取
り
組
ん
で
き
た

り
ん
ご
の
栽
培
と
加
工
に
携
わ
っ
た
、

１
年
生
の
有
志
数
名
が
、
り
ん
ご
を
加

工
し
た
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
販

売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
多
く

の
方
に
北
部
高
校
の
ブ
ー
ス
に
も
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
き
、
参
加
し
た
生
徒
た

ち
も
地
域
か
ら
の
声
や
期
待
を
生
の
反

応
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
校
は
「
地
域
に
出
て
、
地
域
に
学

ぶ
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
さ
ら
に
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機

会
に
は
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

や
っ
と
実
現
！
修
学
旅
行

　

昨
年
度
（
令
和
２
年
度
）
の
北
部
高

校
の
修
学
旅
行
は
、
11
月
に
広
島
・
関

西
方
面
へ
行
く
計
画
を
進
め
て
い
ま
し

た
が
、「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
も
と
で
延
期
の

の
ち
に
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
も
、
夏
ま
で
の
感

染
状
況
を
う
け
て
当
初
の
計
画
を
短
縮

お
よ
び
変
更
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
秋
か
ら
の
感
染
状
況

の
一
定
の
落
ち
着
き
を
う
け
て
、
２
年

生
は
12
月
７
日
か
ら
３
日
間
、
三
重
県

（
伊
勢
・
志
摩
）
方
面
へ
の
修
学
旅
行
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
う
な
る
と
、
昨
年
度
２
年
生
で

あ
っ
た
現
在
の
３
年
生
に
つ
い
て
も
、

何
と
か
実
現
を
図
る
方
策
を
探
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
短
い
日

程
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
生
徒

の
卒
業
後
進
路
が
定
ま
り
つ
つ
あ
っ
た

12
月
９
日
か
ら
、
県
内
（
諏
訪
方
面
）

お
よ
び
山
梨
県
を
訪
れ
る「
修
学
旅
行
」

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
唯

一
に
し
て
最
後
の
学
年
行
事
、
高
校
生

活
の
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
の
北
部
高

校
で
は
、
り
ん
ご
の
収
穫
を
保
育
園
児

と
一
緒
に
行
っ
た
り
、
例
年
通
り
牟
礼

駅
な
ど
に
ク
リ
ス
マ
ス
装
飾
を
施
し
た

り
し
、
そ
れ
ら
は
『
い
い
づ
な
通
信
』

で
も
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

年
が
明
け
、
ま
た
も
猛
威
を
振
る
い

始
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
状
況

の
変
化
に
よ
り
地
域
と
の
関
わ
り
が
制

限
さ
れ
か
ね
な
い
中
で
す
が
、
卒
業
を

間
近
に
控
え
た
３
年
生
を
含
め
、
地
域

へ
の
感
謝
を
胸
に
、
健
康
で
登
校
し
続

け
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

地域の皆様に安全を確保していただいたコースを
北部高校生が走りました。

「いいコネまつり」北部高校ブース。きちんと
接客できていたでしょうか。

諏訪大社にて。急遽計画された行事でしたが、３年生
保護者の皆様のご協力で実施できました。

鳥羽水族館前で。ほかにも英虞湾や伊勢神宮などを
見学しました。


